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令和５年度　事業計画（案）

２０２３年　法人方針（スローガン）

社会福祉法人  容風会

 理事長 金丸 勝利

『NEXT 15 ～おきならしさの追求３～』

～ 前へ、挑む。～

挑戦ではなく、挑む。

チャレンジではなく、やり遂げる。

怖いのは、挑まないこと。

失敗を恐れず、結果に集中しよう。

健康介護とは、住民・利用者の健康、スタッフの健康、地域の健康を支えること。

自立支援ケアはそのための手法の一つ。

ノーリフティングケアも手法の一つ。

PDCAをしっかり回すことも手法の一つ。

これらの手法を活用し考え、健康を支えることが私たちの使命です。

「いつまでも、健やかで穏やかに。」

誰もが想い願うことを、叶えようとすることが私たちの義務です。

いつまでも健康でいたい、健康でいて欲しいと思わない人はいません。

そして、私たちが一番、相手に健康でいて欲しいと思わなければなりません。

挑戦ではなく、挑む。

チャレンジではなく、やり遂げる。

怖いのは、挑まないこと。

失敗を恐れるず、結果に集中しよう。

ひとりひとりが、これまで学んだこと、これから学ぶこと、

今までやってきたこと、考えてきたことを発揮し、

前を向いて挑もう！

おきならしさ ＝ 健康介護 ＋ おもてなし
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令和５年度　事業計画（案）

特別養護老人ホーム おきなの杜 

２０２３スローガン

‹運営方針›
　昨年1年間自立支援介護について学び数例の事例検討を行い、少しではありますが自立支援介護をどのように取り組んでいくかが理解できてきました。
　2023年度は、これまでの経験を基に向上心を持って何事にも失敗を恐れずに挑んでいきたいと思います。そして、「おきなの杜の自立支援介護」を
　確立していきます。専門職、介護職が連携して住民様一人ひとりの「健康介護」を考えていきます。そのための取り組みとして、事例検討は、
　ケアプランを多職種で考え作成します。リーダーの指導により他のスタッフも順次、事例を担当し専門職と一緒に取り組んでいきます。活動量をアップ
　するために、月1回「トルト」による歩行分析、週1回「リハビリ体操」、毎日「ユニットでできる運動の時間」を設けて取り組みます。勤務形態の変更、
　業務の振り分けを行い、活動の時間を設け、それと同時に慢性化していた残業を減らし、業務の均等化を図ります。
　スタッフ全員のボトムアップを目指していきます。自立支援介護では、リーダー以上は指導者として、他のスタッフは自立支援介護を学び知識をそろえて
　いきます。ノーリフティングケアには引き続き取り組み、スタッフ間の技量の差をなくしていきます。スタッフ全員で同じ方向を向いて今年度の課題に取り
　組み住民様、スタッフが健康で笑顔で過ごせる環境を作っていきます。

‹約束› ‹約束› ‹約束›

① 事例検討は、住民様、家族の意向を ① 勤務形態を大幅に見直し慢性化して ① 福祉用具は住民様の状態に合ったも
達成目標としケアプランを作成します。 いた業務の偏り、残業を改善します。 のを選別し、適正に使用していきます。

② 認知症アセスメント・タイプ別の判定を ② 業務（直接・間接・周辺）の振り分けを ② 外部研修に参加し、新しい情報を
正しく行えるよう学習を深めていきます。 完成させ実践します。 収集し、伝達・指導していきます。

③ 月1回「トルト」を使用し歩行分析を ③ 日常の業務手順を大幅に見直し、 ③ ノーリフティングケアは、ユニット選任
行います。週1回リハビリ体操、ユニット 自立支援介護に取り組む時間を作り スタッフがユニットスタッフに個別指導
で毎日運動の時間を設けていきます。 ます。（運動する時間等） を行い、技術向上を目指します。

自立支援介護２年目。健康を応援する気持ちを大切に、失敗を恐れず前へ挑もう。

そのための『３つの目標』と『３つの約束』

目
標
１

自立支援介護を引き続き学
び、おきなの杜の自立支援
介護の確立を目指します。

目
標
２

常に業務改善について考え、
取り組み、残業のない、働き
やすい環境を整えます。

目
標
３

ノーリフティングケアと福祉機
器を併用した安心・安全なケ
アを行います。

2



令和５年度　事業計画（案）

ショートステイ おきなの杜別館 

２０２３スローガン

‹運営方針›
　ここ数年はコロナの影響で外出レク、行事レク、リハビリ（運動）、等が思うように行えず、ご利用者様に寂しい思いをさせて来たと思います。
　今後は今まで以上に、ご利用者様、ご家族様、ケアマネジャー様が求めている事を常に考え、スタッフ一同常に学び進化し続け、
　最善のサービス（おもてなし）を提供していきます。又、利用者様にとって居心地の良い場所（帰りたくない）の提供を行います。
　そのためには、まず、自立支援について積極的に取り組んでまいります。栄養（食事）、水分、排泄、運動（リハビリ）については、スタッフだけではなく、
　実際に利用者様、ご家族様にも学んで頂き、利用者様のできる所を少しでも増やしていき、在宅生活が継続できるようにサポートをしていきます。
　また、利用者様、ご家族様、ケアマネジャー、デイサービスとも情報交換を密に行い、在宅での介護のポイント（食事、水分、排泄介助、リハビリ、
　　福祉用具等）の提案も行います。他のショートステイでは行なっていないレクや運動も取り入れて行きます。
　引き続き地域から評判が良いショートステイを利用者様ファーストで作っていきます。

‹約束› ‹約束› ‹約束›

① 一人ひとりの要望を確認し、楽しんで ① 利用者様の健康状態を良好にする ① 常に何でも取り組み業務改善を意識
もらえるように様々なレクを提供します。 ために栄養面のサポートも行います。 し、効率の良い業務に取り組みます。

② 四季を感じる設えでお迎えし、花見や ② 本人様の適正水分を把握して提供 ② 誰でも誰にでも相談しやすく、働き
お買い物の外出レクを提供します。 します。在宅でも提案します。 やすい環境を作ります。

③ 在宅生活継続の為に、食事、排泄、 ③ 自宅でもできる手軽な運動（リハビリ） ③ ショートで安らげるような極め細やかな
リハビリ等介助のポイントをご家族様へ を行い、ご家族様に提案します。 おもてなしを提供します。
提案します。 笑顔、元気を届けます。

誰もが身体の健康、心の健康を目指して！！

そのための『３つの目標』と『３つの約束』

目
標
１

居心地の良い場所の提供を
行います。

目
標
２

利用者様のできる所を維持、
または、増やしていきます。
（自立支援強化）

目
標
３

チーム力を磨き、介護の質を
向上します。
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令和５年度　事業計画（案）

おきなの杜デイサービス　いきがい元気塾

２０２３スローガン

‹運営方針›
　自立支援をとにかくやってみよう!と始めた2022年度でしたが、私たちはデイサービスの使命を再認識し、本気で取り組みます。2023年度さらに

　グレードアップした自立支援介護の実践を行います。
　元気塾は、ご利用者の身体機能や認知機能など個々の差は大きいですが、目的や目標が違うからこそ、お互いに励ましあえる環境があります。
　その環境をより一層充実させ、共に頑張れる場面を増やします。
　この地域で一番の、認知症対応と言えば元気塾！身体機能向上と言えば元気塾！となるよう、ユマニチュードやおもてなし、介護力に磨きをかけ
　スタッフ一人ひとりのスキルアップと人材育成、丁寧な対応力と高い発信力でさらに進化していきます。

‹約束› ‹約束› ‹約束›

① 利用者の自己選択、自己決定、自己 ① ユマニチュードの徹底と活用で、利用 ① 事故ゼロ、苦情ゼロを目指し、毎月
実現の機会を増やします。 者の不安を笑顔に変えます。 振り返りを行います。

② 記録の充実と、水分・栄養・排泄・ ② お一人おひとりにこれが出来た!を感じ ② 業務改善と効率化を常に行います
運動の抜け目ない管理を行います。 ていただける活動や運動を提供します。 スタッフ一人ひとりが学び続けます。

③ 一人でも多くの方へ、セルフケア拡大! ③ 季節を感じる活動や企画、家族や ③ 家族やケアマネとの連携の充実や
暮らしに繋がるケアを行います。 地域と繋がる活動で、活動の幅を YouTube動画の内容をさらに充実さ

広げます。 せ、元気塾ファンを増やします。

Puls Ultra　もっと先へ、さらなる前進～私たちはできる!そしてできるが楽しめる～

そのための『３つの目標』と『３つの約束』

目
標
１

グレードアップした自立支援
介護の実践と成功事例、成
果を出します。

目
標
２

認知症予防と自立度アッ
プ！利用者の自信拡大と家
族の不安軽減を図ります。

目
標
３

最高のおもてなしと接遇、介護
力、基礎の定着化と進化で本
気のプロ集団になります。
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令和５年度　事業計画（案）

おきなの杜デイサービス　やりがい文化村

２０２３スローガン

‹運営方針›
　昨年から取組みを開始した「自立支援介護」も２期目に突入しました。昨年は、まずやってみよう！の気持ちでスタートし、分からないことが分からない！
　PDCAサイクル？って・・というような状態でした。講義を受けながら、同時に実践しつつ、１例目より２例目、２例目より３例目と少しずつ形になってきまし
　た。やはり、その中で、課題が多くみつかり、中でも「記録」に対しての壁に衝突しました。その方の「普段」の記録が欠落しており、変化ばかりの記録が
　多かった事、実施記録ばかりの内容で、記録の質が、この自立支援介護を進めるにあたり重要な１つであることを確認しました。今後直面する2025年
　問題も、あと２年後に迫ってきています。介護施設での人材不足も懸念される中、限られた人材でサービスを維持し発展させ、介護の質を向上させて
　いくために・・どうするべきか。今年は、文化村一人ひとりが知識も技術も、もちろん専門性も、前へ挑む年として宣言します。２０２３年は、世間でも
　「風の時代」と言われる時代へと切り替わります。昔からの古い価値観が見直され徐々に新しい価値観に切り替わり考えだけでなく社会全体として仕組
　みが一新されていく時代に入りました。スローガンである新時代、常に業務改善を行い、今までの経験や知識を磨きます。おきならしさである健康介護
　への邁進、おもてなし力の遵守と実行を行いプライドを持って歩みます！！

‹約束› ‹約束› ‹約束›

① 提供するサービスに目的・根拠を提示 ① 見られています、私たちの姿。を胸に ① physical ａｎｄ mental healthを掲げ、
し、PDCAサイクルを確立します。 おもてなしと笑顔で溢れる空間にします 居心地の良いデイサービスに努めます

② 弱点克服！記録についてのレベルＵＰ ② チームケアの向上に向け、業務改善 ② 新時代に沿った、活動内容の一新、
を確立していきます。 を定期的に実行していきます。 機能訓練の提案・提供を行います。

③ 自立支援介護の定着。研修参加や ③ 自己研鑽を継続し、一人ひとりが ③ 地域の方や他事業所との関わりを
ミニテストに全員が真剣に取り組みま 成長し続けることで、常に１００％での 増やし、密なコミュニケーションを行い
す。 良質なケアを実行します。 信頼関係を築きます。

新時代、もっと上へ⤴　ココ（個々、心）の力。

そのための『３つの目標』と『３つの約束』

目
標
１

全力！！自立支援介護 目
標
２

全力！！おもてなし 目
標
３

全力！！地域№1デイサービ
ス

5



令和５年度　事業計画（案）

おきなの杜デイサービス OKINA de ARUKU

２０２３スローガン

‹運営方針›
　自立支援の取り組みを通して、運動特化デイができることをずっと考えていました。食事や入浴の提供がなく、３時間という短時間の
　かかわりしかない私たちに何ができるのか。。この一年、手探りの中で数例の症例を経験しました。運動を中心に不足している水分量を確保し、
　栄養や排便の助言をし、課題を解決することで、健康な生活を維持できる！少しずつできることが見えてきた気がします。
　２０２３年は、アルクの看板である、【WALKING　LAB】の役割を十分に発揮できるよう、『学期制』のシステムを取り入れます。期間を意識することで
　成果への意識付けや、利用者のモチベーション向上につなげられると思います。また、運動特化型のスタッフとして、スタッフ自身も
　自立支援介護の水分・運動・栄養・排せつを実践し、健康面でもおきなの杜をリードし、利用者様の手本になれるように取り組みます。
　SNS時代を勝ち抜くために、アピール力の向上にも力を入れます。スタッフの印象、フロアの演出、成果やアルクのイメージをプロデュースし、
　発信する力をあげていきます。
　２０２３年のアルクは、成果を積み、経験を積み、失敗も積み、徳を積み、すべてをブラッシュアップします！！

‹約束› ‹約束› ‹約束›

① 学期制を導入し、メリハリ・意識付け・ ① 印象は５秒で決まる！ ① 業務はスマートに！ICTを最大限に
成果のすべてを手に入れます。 チームでおもてなしNO1を目指します。 生かして効率的に働きます。

② 屋外歩行の質を向上させます。 ② SNSを味方に！魅せ方、伝え方、 ② スポーティーを実践！お手本になれる
発信力を鍛えます。 スタッフを目指します。

③ 運動を中心に、栄養・水分・排せつ ③ ARUKUの成果をアピール！利用者へ ③ フロアはスタイリッシュに！
をトータルにコーディネート。 家族へ、居宅へ、世界に！！ 整理整頓・モノを大切にし、空間の
自立支援を強化します。 演出を忘れません。

BRUSH UP ARUKU

そのための『３つの目標』と『３つの約束』

目
標
１

成果の出る事業所としてブ
ラッシュアップ！

目
標
２

アピール力をブラッシュアッ
プ！

目
標
３

アルクの3S！スマート・ス
ポーティー・スタイリッシュを
ブラッシュアップ！
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令和５年度　事業計画（案）

介護相談処（居宅介護支援事業） 　 地域介護支援センターおきなの杜

２０２３スローガン

‹運営方針›
　2024年の介護保険制度の見直しに向けた議論がスタートし、ケアマネジャーの業務についても激変が予測されます。既に試験運用が開始されている
　「ケアプランデータ連携システム」の活用や「適切なケアマネジメント手法」の法定研修カリキュラムへの反映の検討、ヤングケアラーや仕事と介護の
　両立支援などの「家族支援の強化」等、大変革の波がケアマネ業務に押し寄せています。利用者・家族１人１人の心身の特性を踏まえ、在宅生活に
　おいてその方の有する能力に応じた自立した日常生活を営むために、必要な福祉サービスを適切に利用できるよう介護保険サービス等の提案や調整
　を行っていきます。
　地域介護支援センターおきなの杜は、地域の保健・医療・福祉サービスや関係する行政機関との綿密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努め
　ることで、地域の健康に貢献し、利用者・家族が「住み慣れた地域で住み続けるために必要なことは何か？」を追及し、最後まで自分らしい暮らしをでき
　るように、利用者・家族の望む在宅介護のサステナビリティの実現を目指します。

‹約束› ‹約束› ‹約束›

① 利用者・家族の健康状態に目を向け、 ① 地域住民の相談窓口として、相談事に ① 活用できるツールを積極的に取り入
健康状態の維持に努めます。 迅速に対応します。 れ、業務の効率化を図ります。

② 働く職員の健康管理にも気を付け、 ② 地域の社会資源を活用し、住み慣れ ② 事業所間の連絡、伝達の効率化を
笑顔で元気に仕事をします。 た地域で生活できるよう支援します。 図っていきます。

③ 地域の健康を守る役割を担っていき ③ 制度等の情報収集を常に行い、提案 ③ 職員間のコミュニケーションを密に行
ます。 の質を高めていきます。 い、意見を出しやすい環境を作ります。

利用者・家族の望む在宅介護のサステナビリティを実現していきます！

そのための『３つの目標』と『３つの約束』

目
標
１

全ての人が健康で過ごせるよ
うに、健康介護の実現を目指
します。

目
標
２

地域との協力や関係機関と
の連携を図り、繋がり支えあ
える地域作りを目指します。

目
標
３

業務改善を行い、働きやすい
職場環境を構築します。
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令和５年度　事業計画（案）

経営管理本部　事務局

２０２３スローガン

‹運営方針›
　2023年の法人のテーマ『前へ、挑む』ため、事務局でも一丸となって結果を出す取り組みを恐れず挑みます。
　”結果にコミット”は、とある健康ダイエット会社が謳っているキャッチコピーで科学的根拠に基づきダイエットを”結果として成し遂げる”というものです。
　コミットの本来の意味は「結果を出すことに対してきちんと責任を持つ」という意味です。そこから、今年度の事務局は古いかもしれませんが、あえて
　このキャッチコピーを目標に掲げたいと思います。そして、事務業務のプロとしての誇りとプライドを持って、結果と成果を出すことに挑んでいきます。
　この３年、コロナ禍であることを理由に停滞していたこと、縮小していたこと、中止していたことが今年度は再開されていきます。
　地域との交流、社内での研修、大規模行事など、これまでと同じやり方ではなく、新たな手法、より良い手法を取り入れながら取り組んでいきます。
　また、法人全体の組織力強化も目指し、部署ごと、チームごとの新たな取り組み、改革に果敢に挑み“トライ＆エラー”挑戦と失敗を重ねながら最善策
　を追求していきます。その形づくりのノウハウを探求し、事務局の使命である盤石な経営基盤構築や人材の確保、災害対策も強化していきます。
　『停滞は衰退を生み、現状維持は後退である』ことを肝に銘じ、前進し、実践し、結果を出す一年とします。

‹約束› ‹約束› ‹約束›

① 経営の黒字化を目指し、各部署と連携 ① 健康診断結果をもとに体質改善が必 ① SDGｓの取り組みの中で法人がすでに
し収益確保と経費削減に取組みます。 要な職員への健康教室を開催します。 実践しているテーマを整理し、もっと

② 採用・集客につながる効果的な広報を ② 地域向けの介護予防教室（ｻｰﾋﾞｽC） 深く取り組んでいきます。
日々意識して更新します。 を実施し、健康をサポートします。 ② 前年度完成したＢＣＰ事業継続計画。

③ 労務・勤怠・財務管理はもちろんのこと ③ スタッフの働きがいの向上を目指し、 次は地域と共に訓練を実施します。
設備管理、システム管理、リスク管理 やる気を持って働くことの重要性を ③ コロナ禍でストップしていた地域交流
などあらゆる管理のプロになります。 全職員で共有できるよう取り組みます。 を積極的に再開します。

健康も仕事も結果にコミット。接客のプロ、事務のプロとして誇りを持ちます。

そのための『３つの目標』と『３つの約束』

目
標
１

経営力・管理力・発信力の強
化にコミット。最強の事務局を
目指し挑んでいきます。

目
標
２

心も体も社会的にも健康であ
ることを目指し、スタッフの健
康、地域の健康を守ります。

目
標
３

社会の中の法人の役割の確
認と実践。SDGｓと災害対策
を地域と一緒に取組みます。
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令和５年度　事業計画（案）

身体拘束・虐待防止委員会

２０２３スローガン

‹運営方針›
　身体拘束は、利用者様、住民様の自由を制限するものであり、利用者様、住民様の尊厳ある生活を阻むものです。法人では、利用者様、
　住民様の尊厳と主体性を尊重し、拘束を安易に正当化する事なくスタッフ一人ひとりが身体的・精神的弊害を理解し、拘束をしない意識を持ち、
　身体拘束をしないケアの実施に努めます。
　虐待防止については、利用者様、住民様の尊厳を守るべき私たちスタッフが、利用者様、住民様に対し、心身に有害な影響を与える虐待行為を
　決して行ってはいけません。もし、利用者様、住民様の尊厳を侵す「虐待」を発見した場合には、早期に気付き、通報する義務が法律によって
　定められています。また、迅速な初期対応と利用者様、住民様の安心安全を第一に考え、不安を解消し、安心して生活を送れるように取り組みます。
　

‹約束› ‹約束› ‹約束›

① 指針、マニュアルについて周知を行い ① 身体拘束について学び、身体拘束０ ① 利用者様、住民様の変化に早期発見
ます。 を継続します。 に努めます。

② 身体拘束は致しません。 ② 虐待について学び、虐待０、早期発見 ② スタッフからの意見をくみ取りストレス
早期通報に努めます。 フリーの環境構築に努めます。

③ 虐待は致しません。 ③ ３つのロックを０にします。（フィジカル、 ③ 利用者様、住民様のストレスフリーの
スピーチ、ドラッグ） 環境構築に努めます。

言葉遣い　笑顔も忘れず　ストレスフリー

そのための『３つの目標』と『３つの約束』

目
標
１

指針、マニュアルを全スタッ
フへ周知を行います。

目
標
２

3ヶ月に1回学習会を行い、
身体拘束、虐待防止につい
て学びます。

目
標
３

スタッフ、利用者様、住民様
のストレスフリーを目指しま
す。
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令和５年度　事業計画（案）

感染症・食中毒予防対策委員会

２０２３スローガン

‹運営方針›
　2022年は、特養で恐れていた新型コロナウイルスによるクラスターが発生しました。施設全体で感染対策に取り組み、感染拡大・住民様の重症化
　を防ぐことができました。感染対策をしっかり行えば、感染拡大を防ぐことができることを学び、大きな自信へとつながりました。
 　2023年度は、この貴重な体験をもとに様々な感染症を施設内に「持ち込まない、拡げない」感染予防対策を徹底していきます。
　新型コロナウイルスは、5月8日より2類から5類に引き下げられ、感染予防対策も変わってきます。国が提示する対応策や世の中の動きや最新情報を
　迅速に収集し、それに対応できるようにマニュアルを見直していきます。
　新型コロナウイルスやノロウイルス、インフルエンザ等季節性流行感染対策についての知識と対策の学習会を実施し、簡潔で解りやすくいつでも視聴
　できる学習用の動画を作成していきます。

‹約束› ‹約束› ‹約束›

① 5類に引き下げられたあとの対応策や ① 食中毒、ノロウイルス、感染症の学習 ① 他の感染症・食中毒に関しての最新情
最新情報を迅速に収集します。 会を行います。 報を収集し予防策を立案・実践します。

② 新しい対応策に対応できるマニュアル ② 年に1回（12月）感染対応シュミレー ② 住民様の異常の徴候をできるだけ早く
や基準を作成します。 ションを行い、手順などを確認します。 発見できるように注意深く観察します。

③ 事業継続計画（ＢＣＰ）は定期的に見直 ③ 吐物処理、個人防護具着脱、食中毒 ③ 季節性流行感染症は、感染拡大を
します。必要な物品（防護具、食毒液 に関しての動画を作成し、いつでも 防止するために、職員や来設者への
等）の確認、備蓄もしっかり行います。 視聴して学習できるようにします。 衛生管理の周知を徹底します。

感染予防対策を徹底し、感染症を持ち込まない、拡げない

そのための『３つの目標』と『３つの約束』

目
標
１

新型コロナウイルス5類引き
下げに対応できるようにマ
ニュアルを見直します。

目
標
２

感染症や衛生管理の学習会
や実技研修を定期的に行い
ます。

目
標
３

感染症等の最新情報を把握
し、予防や早期発見・感染拡
大防止に努めます。
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令和５年度　事業計画（案）

褥瘡予防対策委員会

２０２３スローガン

‹運営方針›
　高齢になると肌が乾燥しやすく感覚も鈍くなります。体動も減り血流が滞りがちとなり、体動が困難な状態で同一姿勢が長くなるとその結果集中して
　圧がかかる部分の皮膚が裂け褥瘡を形成してしまいます。栄養の摂取量や吸収能力が低下した状態では、1度褥瘡が出来てしまうと治癒するまでに
　時間を要す上に多大な苦痛が生じるため、褥瘡の予防と早期発見、早期の対応が最も重要となります。年度初めに全住民様のブレーデンスケールを
　実施(新入居時にも実施)して褥瘡のハイリスク状態である住民様を確認してアセスメントを行い、継続的に全身状態の観察、褥瘡の兆候確認、
　適切なポジショニングの指導、有効な福祉用具やマットレスの選択・活用、栄養状態の改善、褥瘡に関する知識を深めるための学習会の開催など、
　多職種(医師・看護師・介護支援専門員・介護職員・管理栄養士・機能訓練指導員　ほか)　にて実践し、一丸となって多方面からアプローチして
　「 おきなの杜 褥瘡ゼロ 」　を目指します。

‹約束› ‹約束› ‹約束›

① ブレーデンスケールを活用してリスク ① 学習会を開催して褥瘡のメカニズムを ① ポジショニング・シーティングの実技
アセスメントを行います。 学びます。 研修を行います。

② 多職種間で情報を共有して多方面 ② 情報や課題を共有して多職種間でどの ② 正しい手技による、有効な圧抜きと
からの視点で改善策を立案します。 ようなアプローチをしていくか検討します。 除圧の方法を身に付けます。

③ 継続的に観察をして褥瘡の兆候を ③ 実例を参考にして、積極的な意見 ③ ノーリフティング委員会と連携して、正し
見逃しません。 交換が行えるような場を設けます。 い体位変換やポジショニングを身に

付け、毎日の業務に活かします。

目指そう　おきなの杜褥瘡ゼロチャレンジ！

そのための『３つの目標』と『３つの約束』

目
標
１

褥瘡ハイリスク者を把握して
褥瘡をつくらない取り組みを
行います。

目
標
２

褥瘡についての学びを深めま
す。

目
標
３

体圧分散・除圧の重要性を
知り、日々の業務に活かしま
す。
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令和５年度　事業計画（案）

自立支援介護委員会

２０２３スローガン

‹運営方針›
　自立支援介護への取り組みが2年目を迎えます。
　2023年度は、自立支援介護委員会を新設し、自立支援介護研修や講義受講で学んだことをどのように実践して取り入れるかのルール作り、
　課題の解決に向けた話し合いの場とします。
　主任・リーダー以上は指導者として、他のスタッフは自立支援介護「理論」を1年かけて学び全スタッフが自立支援介護を理解し取り組む年とします。
　スタッフ全員がいつでも学習できる環境を作ったり、どこまで理解しているかを定期的にチェックをする方法を考え実践していきます。
　ご家族や住民様の希望を叶えるため、自立に向けた達成目標をスタッフが一丸となって取り組むことを目指します。今できることを把握し、
　できることから取り組みを始めます。水分・運動については、個々人に適した水分摂取、運動支援を実施します。認知症については、タイプ別診断を
　活用し、実践を繰り返すことで統一したケアの実践を目指します。

‹約束› ‹約束› ‹約束›

① 個々の体格や疾患、運動量に基づい ① タイプ別判定を活用し、分析を行い ① 性状とリズムを整え、失敗のない排便
て適切な水分摂取量を提供します。 知識の向上を目指します。 を行える様に支援します。

② 個々の能力に合わせた機能回復に ② タイプ別判定から導き出された内容を ② 低栄養を防ぎ、食思の向上、常食化に
向けたリハビリを行います。 実践し、実践力の向上を目指します。 向けて個々に合わせた機能訓練を

③ 問題、課題の解決の為、協議と対策を ③ 問題、課題の解決の為、協議と対策を 実施します。
繰り返し、スタッフ同士が連携できる 繰り返し、スタッフ同士が連携できる ③ 問題、課題の解決の為、対策を協議し
ようにします。 ようにします。 スタッフ同士が連携できるようにします。

自立支援介護2年目。　おきなの杜の自立支援介護を確立させよう！

そのための『３つの目標』と『３つの約束』

目
標
１

水分と運動について個別に
合わせた取り組みを行いま
す。

目
標
２

認知症の知識向上と状態把
握を行い、統一したケアを行
います。

目
標
３

失敗のない排便への取り組
み、栄養と食事形態アップに
向けた取り組みを行います。
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令和５年度　事業計画（案）

おいしい(給食)・口腔ケア委員会

２０２３スローガン

‹運営方針›
　昨年1年間自立支援介護に取り組み、ミキサー食からきざみ食へステップアップする事例がありました。ミキサーで何を食べているか解りませんでした
　が、きざみ食になり料理が解り、美味しさも感じられ毎日の食事が楽しみになり、その結果、喫食率が上昇し体重や栄養状態が改善されました。
　この事例を受けて、楽しく美味しく食べるのが重要だと再認識することができました。
　2023年度は、「常食化」へ向けて本腰を入れて取り組みます。食事については、安全に次の食形態へステップアップするための指標、摂取場面での
　観察項目や評価方法などの基準を作成します。食形態を見直してミキサー、きざみ食の間の「ソフト食」の開発も行います。
　安全に食事が食べれるように歯科との連携を図り、口腔機能の維持・向上に努めます。飲み込む力をつけるために、嚥下体操などを強化していきます。
　この3年間コロナ感染予防のためイベント食等を自粛していましたが、今年度は感染対策を十分に行いながら再開し、楽しい食事を提供します。

‹約束› ‹約束› ‹約束›

① 自立支援介護理論「食事・水分」に ① 歯科と連携し口腔機能の維持・向上に ① 献立表の確認を行い、旬の食材を多く
ついて学び直します。 努めます。 取り入れた献立を考えます。

② 次の食形態へステップアップするため ② 適切な口腔・嚥下のアセスメントを行う ② 季節を多く感じられるような行事食を
の指標、観察項目等の基準を作成し ための学習会を行います。 提供します。
ます。 ③ 「常食化」へステップアップできる様に ③ イベント食も開催します。感染対策を

③ 現在の食形態を見直し、きざみ、ミキ 嚥下体操を強化し飲み込む力をつけ 十分にとり、ランチバイキングを行い
サーの間に「ソフト食」を追加します。 安全に食事ができるよう取り組みます。 楽しい食事を提供します。

次の食形態へステップアップ！　「常食化」へ向けて取り組む

そのための『３つの目標』と『３つの約束』

目
標
１

自立支援介護「食事・水分」
について学び、「常食化」へ
食形態の見直しを行います。

目
標
２

口腔ケアを適切に行い誤嚥
性肺炎を予防します。嚥下
体操も強化していきます。

目
標
３

季節に応じた行事食や見た
目で楽しむ食事を提供しま
す。
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令和５年度　事業計画（案）

事故防止対策委員会

２０２３スローガン

‹運営方針›
　利用者様、住民様に安心してご利用頂くため、リスク管理を行い、事故発生の防止及び再発防止に努めます。事例を学び、事前にどのような対策
　をとるべきか、リスクに備えるためのスタッフへの研修を行います。
　事故等未然防止のため、定期的にマニュアルを見直し、必要に応じてマニュアルを更新します。事故報告書、ヒヤリハットについても定期的に見直し、
　必要に応じて更新していきます。また、各部署からの事故報告書、ヒヤリハットを分析し、事故発生防止のための改善策を検討し、実践するため
　スタッフに対して周知徹底を図ります。

‹約束› ‹約束› ‹約束›

① 指針、マニュアルを見直し、全スタッフ ① ヒヤリハットを分析し、事故防止に ① 事例検討を行い、要因、対策を
に周知を行います。 努めます。 検討し、再発防止に取り組みます。

② 随時更新を行います。 ② KYトレーニングを実施し、再発防止、 ② 事例内容から、どんな小さな対策
（報告書等も含めて） 事故防止に努めます。 でも、まずは取り組みます。

③ 動画等を使用しながら再発防止、 ③ ヒヤリハットの重要性を再度見つめ ③ 防ぐべき事故０に向けて、スタッフ
事故防止に努めます。 なおします。 全員で取り組みます。

小さな気付きから、大きな気付きまで、事故防止に努めます！！

そのための『３つの目標』と『３つの約束』

目
標
１

指針・マニュアルを周知しま
す。

目
標
２

ヒヤリハットを分析し、対策迄
検討し、事故防止に努めま
す。

目
標
３

事故分析し、再発防止、事
故防止に努めます。
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令和５年度　事業計画（案）

おもてなし委員会

２０２３スローガン

‹運営方針›
　今年は、おもてなしに本気で取り組む、わたくしたちは、「 おもてなし委員会 」として生まれ変わりました！
　２年前、スターフライヤー社とのスペシャルコラボでスタートしたおもてなしの取り組み。。おきなの杜スタッフ全員で生み出し完成させたプライドが、
　【おきなプライド5-15】です。ここにはおきなの杜で働くスタッフとして、人としての『こうありたい』が込められています。
　我々は、おきなプライド5-15をおきなの杜にかかわるすべての人に、種をまき、育てる使命を担う決意を致しました。
　そこで、今年は新しい取り組みとして、おもてなしを促進するために、その都度おきなの杜のスタッフ全員から意見やアイデアを募集して、
　それを形にして実施していきたいと思います。おきなの杜スタッフ全員で企画、実施しておもてなしを作り上げていきましょう
　人として、社会人として今日も明日も明後日も、いつでもどこでもプライドをもって働けるように、介護力向上委員会　改め　おもてなし向上委員会として
　一年間しっかりマジで、もとい、本気で取り組みます。

‹約束› ‹約束› ‹約束›

① おきなプライド5-15ポスターコンテスト ① 整理・整頓・清掃・清潔・しつけ ① おもてなし総選挙を企画・開催します。
を開催！期間ごとに掲示します。 5Sの実行と発信を行います。

② おきなプライド5-15に沿った ② 素敵な環境を作るために・・ ② おもてなしマスターによる発信の場を
キャンペーンの発信をします。 スタッフの考えた案を形にします。 作り、おもてなし力をアップします。

③ スタッフが考え、企画した案を形に ③ 言葉遣いは最大の雰囲気づくり。 ③ 一年中、スタッフ全員がおもてなしの
します。 あいさつ・笑顔・言葉遣いを重点強化 ことを忘れません。

します。

心を込めて、最高の笑顔とおもてなしの花束をお届けしましょう！

そのための『３つの目標』と『３つの約束』

目
標
１

すべてのスタッフに
おきなプライド5-15を！

目
標
２

環境もおもてなし 目
標
３

やっぱり今年も
おもてなし総選挙！
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令和５年度　事業計画（案）

ノーリフティングケア委員会

２０２３スローガン

‹運営方針›
　ノーリフティングケアに取り組んで6年、地道にシートやボードの実技練習を行い今では活用場面が増えています。しかし学習会では基本技術が中心で
　個々に応じた指導は十分に行えません。実際のケア場面では基本技術通りにはいかないことも多く、学習会との乖離が課題でした。
　そこで、令和5年度はもう一段階レベルアップするために実際のケア場面での技術チェック、指導を行い一人ひとりにより浸透していくように取り組んで
　いきます。ユニットにノーリフティングケア担当者を決め、連携しながら指導を行っていきます。
　ここ数年減少傾向だった腰痛保有率が再度増加傾向になっています。Hugを導入したことで以前より抱え上げ場面が減少していますが、Hugでは解決
　しない場面があり、Hugがないユニットもあります。また、抱え上げ以外にも腰部に負担のかかる業務もあります。身体の使い方を習得するだけでなく、
　もっと福祉用具や介護ロボットなどを効果的に活用し、腰痛予防対策に取り組んでいきたいと思います。
　ノーリフティングケアは、労働安全衛生マネジメントの一つです。この原点を忘れず腰痛予防対策に取り組み、労働環境の改善に努めたいと思います。

‹約束› ‹約束› ‹約束›

① 半年に1回の腰痛アンケートを継続し、 ① 実際のケア場面において技術チェック ① 住民様の状態を定期的に評価し、
腰痛発生状況を把握します。 を行います。 Hugの適用を検討します。

② 腰痛程度の強いスタッフには、聞き ② 技術が未習熟なスタッフに重点を ② Hugのないユニットでも対象者がいれば
取りを行い個別に指導します。 置き、繰り返し指導を行います。 使用練習を行っていきます。

③ 腰痛リスクとなる業務の要因を分析し ③ 介助方法やポジショニングなどでの ③ Hug以外の介護ロボットや福祉用具に
身体の使い方の指導、福祉用具や 困りごとを定期的にユニットから報告 ついて情報を収集し、必要に応じて
介護ロボットの検討を行います。 してもらい、指導を行います。 デモやレンタルを含め検討します。

技術の応用、機器の活用でもう一歩先のノーリフティングケアへ

そのための『３つの目標』と『３つの約束』

目
標
１

腰痛発生状況を把握し、問
題解決に取り組みます

目
標
２

基本技術を基に実際のケア
場面での技術を向上させま
す

目
標
３

Hugの使用を定着させ、その
他の福祉用具・介護ロボット
の導入を検討します
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令和５年度　事業計画（案）

安全衛生委員会

２０２３スローガン

‹運営方針›
　５０年程前は、「 高齢化社会 」と言われていましたが、現在は「超高齢社会 」となり、今後も高齢者率は高くなると予測されています。
　それに伴い介護施設の役割も大きなものとなっています。
　介護の仕事に於いては、腰痛や転倒など労働災害が問題となっていたり、加えてストレスを抱える職員も増加しており、ストレス対策への取り組みなど
　安全衛生委員会の役割は益々重要となってきています。
　職員一人ひとりの言葉に耳を傾け、職場環境の改善を図り、定期健康診断などの結果を基に産業医の助言を踏まえ、必要に応じて個別にアドバイスを
　するなど健康状態に気を配ることにより身体的・精神的に安定することで、職員各々の仕事のパフォーマンスが向上し仕事に充実感を得られ、
　その結果として離職者を減らす（健康経営）ことに繋げることができるように努めます。

‹約束› ‹約束› ‹約束›

① 定期健康診断を実施し、健康状態の ① ノーリフティングケア委員会と連携し、 ① 様々なハラスメントを知り、対処法を
把握に努めます。 腰痛予防の学習会を開催します。 学びます。

② 健康診断の結果を基に指導やアドバイ ② 学習会で自宅でも出来る腰痛予防 ② ストレスチェックを実施し、その結果を
スが必要な職員には個別に対応します の体操やストレッチの方法を学びます。 セルフケアに繋げます。

③ 疑いも含めて生活習慣病の職員が増 ③ 腰痛健診の結果、必要に応じて個別 ③ 労働災害の事例学習会を開催し、
えているため、生活習慣病についての に指導やアドバイスを行います。 職場に危険を学び予知することや
学習会を開催し生活改善に努めます。 対策を模索します。

安心・安全 笑顔で過ごせる職場づくりを全力サポート！

そのための『３つの目標』と『３つの約束』

目
標
１

健康維持・管理をバックアッ
プします。

目
標
２

腰痛予防・改善に取り組みま
す。

目
標
３

働きやすい職場環境創りを
提案します。
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令和５年度　事業計画（案）

行事・広報・もったいない環境整備委員会

２０２３スローガン

‹運営方針›
　2023年の5月に、新型コロナウイルスの感染症法上の位置付けが季節性インフルエンザと同じ５類に引き下げられ、日々の暮らしが少しずつ元に
　戻っていくことが予想されます。このタイミングを、コロナ禍において諦めざるを得なかった行事・イベントを復活させる時ととらえ、そのなかで 『健康介
　護の実現』をテーマにして、住民様・利用者様はもちろん、その家族やスタッフ、地域住民も楽しめる行事を企画し、やり遂げたいと思います。
　広報においては、自立支援介護・ノーリフティングケア・ＩＣＴ化の推進や、ＳＤＧｓの取り組みなど、『おきならしさ』の追求を漏れなくホームページや
　ＳＮＳで発信します。人材不足はどこも同じ。同じですが、採用活動で他と差を付けられるよう、法人のブランディング戦略に寄与する質の高い広報
　活動をやり遂げます。ゴールは、採用面接で 「ホームページやＳＮＳを見て応募を決めました！」 と言ってもらえることです。
　もったいない・環境整備においては、不安定な世界情勢を背景に上がり続ける光熱費に対して、電力の監視システムを導入し、電気の使用量削減を
　やり遂げます。『節電』は結果的に『省エネ』になるため、『エネルギーをみんなに そしてクリーンに』というＳＤＧｓの目標達成につながると考えます。
　その他、地域清掃やエコキャップの回収なども 「実はＳＤＧｓ」。そのような取り組みも、漏れなく把握し、発信します。

‹約束› ‹約束› ‹約束›

① 地域交流が図れる行事を復活させ、 ① 漏れなく情報発信するために、法人内 ① 光熱費減！環境負荷も減！をめざし、
地域資源としての役割を果たします。 での情報収集や取材を怠りません。 節電・省エネへ真剣に取り組みます。

② 安心して行事に参加出来るよう、感染 ② 集まった情報の発信は、遅れなく行い ② 『実はＳＤＧｓ』を把握し、広報同様漏れ
症対策の徹底を継続します。 ます。 なく、遅れなく発信します。

③ 健康介護の実現をテーマに置き、参加 ③ インスタグラム等、タイムリーにＺ世代に ③ ウィズコロナ・アフターコロナに向け、施
者全員が楽しみ、笑顔になれる行事を もマッチするコミュニケーションチャネル 設内の整理整頓、季節感ある設えの実
企画・実行します。 を活用し、採用力をアップさせます。 施等、環境整備を抜かりなく行います。

身近なコトから地球規模のコトまで！やってみよう 『おきな的ＳＤＧｓ』

そのための『３つの目標』と『３つの約束』

目
標
１

テーマは健康介護の実現！
行事からもアプローチ！

目
標
２

おきならしさの追求。その過
程や結果を漏れなく・遅れな
く・惜しみなく発信します。

目
標
３

おきな的ＳＤＧｓの実践！
地球環境問題も大事！
社会貢献も大事！
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